
(57)【要約】

【課題】超音波振動素子の多素子化、それに伴う電子回

路の増大によって発熱量が増大する超音波探触子の温度

上昇の抑制。

【解決手段】超音波探触子１のケース外面に冷却ジャケ

ット２を巻き付け、外部に設けられた冷却器８から循環

チューブ５を経て冷却ジャケット２に冷媒を送り込む。

超音波探触子１から熱を受けた冷媒は循環チューブ６を

経て冷却器８へ戻される。この循環を冷却器８のポンプ

により強制的に行わせることにより超音波探触子１を冷

却することができるので多素子化、電子回路の増大した

超音波探触子でも温度上昇を抑制できる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
冷 却 器 か ら 循 環 用 チ ュ ー ブ を 介 し て 冷 媒 が 循 環 す る 冷 却 用 ジ ャ ケ ッ ト を ケ ー ス 表 面 に 装 着
し た 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
循 環 用 チ ュ ー ブ が 柔 軟 性 を 有 す る も の で あ り 、 探 触 子 ケ ー ブ ル に 沿 わ せ て 保 持 し た も の で
あ る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
冷 却 用 ジ ャ ケ ッ ト の 超 音 波 探 触 子 の ケ ー ス 表 面 に 触 れ る 部 分 は 柔 軟 な 材 質 で ケ ー ス 表 面 に
密 着 す る も の で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
冷 却 用 ジ ャ ケ ッ ト が 超 音 波 探 触 子 ケ ー ス か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載
の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 の 発 熱 に よ る 温 度 上 昇 を 抑 制 す る 冷 却 技 術 の 分 野 に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 探 触 子 の 主 な 発 熱 源 は 、 超 音 波 振 動 子 と こ れ へ 送 信 用 超 音 波 電 気 信 号 を 送 出 す る 送
信 回 路 で あ る 。 超 音 波 探 触 子 は 人 体 に 対 し て 超 音 波 を 照 射 し 、 そ の 反 射 を 受 信 す る も の で
あ る か ら 、 超 音 波 振 動 子 は 当 然 の こ と な が ら 人 体 に 押 し 当 て る 面 に 近 い 部 分 に 収 納 さ れ て
い る 。 そ し て 受 信 回 路 は で き る だ け 雑 音 の 影 響 を 受 け な い よ う に す る た め 超 音 波 振 動 子 の
近 く に 設 け ら れ 、 ま た 、 送 信 回 路 も 送 受 切 替 の た め 超 音 波 振 動 子 の 近 く に 設 け ら れ る 。 従
っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 発 熱 部 分 は 、 人 体 に 押 し 当 て る 部 分 に 近 い 場 所 に あ る と こ ろ か ら 、
こ の 部 分 の 温 度 が 高 く な る と 患 者 に 低 温 火 傷 を 負 わ せ た り 、 操 作 者 の 取 り 扱 い に も 支 障 を
来 た す こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 振 動 子 群 や 送 受 信 回 路 が 発 生 し た 熱 を 、 患 者 や 操 作 者 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ ず に 空 間
へ 放 熱 で き る よ う な 箇 所 、 例 え ば 、 探 触 子 の 後 方 表 面 に 導 い て そ こ か ら 放 熱 す る か 或 い は
ケ ー ブ ル 中 の 伝 熱 線 で 外 部 へ 導 き そ の 先 で 放 熱 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の た め 従 来 は 、 発 熱 箇 所 と 放 熱 箇 所 を 、 ケ ー ス の 裏 側 を は わ せ た ア ル ミ の よ う な 熱 伝 導
部 材 で 結 合 し て 熱 を 放 熱 箇 所 へ 伝 導 さ せ て 放 熱 し て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － ２ ４ ４ ６ ９ ０ 号 公 報 （ 〔 ０ ０ ０ ７ 〕 ～ 〔 ０ ０ ０ ８ 〕 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 近 時 、 超 音 波 振 動 素 子 の 多 素 子 化 、 開 口 面 で の ２ 次 元 配 列 化 等 に 伴 い 、 送
受 信 機 の 規 模 も 大 き く な り 、 チ ャ ネ ル 切 替 器 や 位 相 制 御 器 な ど の 電 気 回 路 の 数 も 増 加 し 、
そ の 結 果 発 熱 量 も 増 大 し 、 従 来 の よ う な 、 熱 伝 導 部 材 で 熱 を 超 音 波 探 触 子 の 後 方 へ 導 き 後
方 表 面 か ら 放 熱 さ せ た り 、 或 い は 探 触 子 か ら 超 音 波 診 断 装 置 へ の ケ ー ブ ル 中 に 設 け ら れ た
伝 熱 線 を 用 い て 熱 を 探 触 子 外 へ 導 い て か ら 放 熱 さ せ る と い う よ う な 手 段 で は 、 充 分 な 放 熱
が で き な い と い う 問 題 を 生 じ て 来 た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て 、 超 音 波 探 触 子 自 体 を 冷 却 手 段 に よ り 冷
却 す る こ と に よ り 、 特 に 、 診 察 時 に 人 体 接 触 面 の 温 度 が 上 昇 し て 低 温 火 傷 な ど の 生 じ る 恐
れ の な い 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 下 記 の 各 構 成 を 有 す る 。
第 １ の 構 成 （ 基 本 構 成 ） は 、 冷 却 器 か ら 循 環 用 チ ュ ー ブ を 介 し て 冷 媒 が 循 環 す る 冷 却 用 ジ
ャ ケ ッ ト を ケ ー ス 表 面 に 装 着 し た 超 音 波 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ２ の 構 成 は 前 記 第 １ の 構 成 に お い て 、 循 環 用 チ ュ ー ブ が 柔 軟 性 を 有 す る も の で あ り 、 探
触 子 ケ ー ブ ル に 沿 わ せ て 保 持 し た も の で あ る 超 音 波 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ３ の 構 成 は 、 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 構 成 に お い て 、 冷 却 用 ジ ャ ケ ッ ト の 超 音 波 探 触 子 の ケ
ー ス 表 面 に 触 れ る 部 分 は 柔 軟 な 材 質 で ケ ー ス 表 面 に 密 着 す る も の で あ る 超 音 波 探 触 子 で あ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ４ の 構 成 は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 又 は 第 ３ の 構 成 に お い て 、 冷 却 用 ジ ャ ケ ッ ト が 超 音 波 探 触
子 ケ ー ス か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る 超 音 波 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 は 、 外 部 に 設 け ら れ た 冷 却 器 か ら 循 環 用 の チ ュ ー ブ を 介 し て 冷 媒 が 循 環 さ せ ら れ て
い る ジ ャ ケ ッ ト を 超 音 波 探 触 子 の ケ ー ス に 巻 き 付 け て 内 部 で 発 生 し た 熱 を 冷 媒 に 移 動 さ せ
超 音 波 探 触 子 を 冷 却 し よ う と す る も の で あ る 。
熱 を 受 け た 冷 媒 は 、 冷 却 器 の ポ ン プ に よ っ て 循 環 さ せ ら れ て い る の で 、 熱 は 冷 却 器 ま で 運
ば れ 、 こ こ で 冷 却 さ れ る こ と に な る 。 即 ち 、 強 制 対 流 に よ る 冷 却 で あ る 。
ジ ャ ケ ッ ト は 、 超 音 波 探 触 子 へ の 取 り 付 け 取 り 外 し が 簡 単 で 、 且 つ 密 着 性 の よ い 柔 軟 性 の
あ る 材 質 で 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 超 音 波 探 触 子 と ジ ャ ケ ッ ト と の 熱 の 授 受 面 積 を 大 き く す る た め 、 ケ ー ス 外 面 と ジ ャ
ケ ッ ト 接 触 面 を 波 形 に し て も よ い 。 こ れ に よ り ジ ャ ケ ッ ト の 抜 け 止 め の 効 果 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
冷 媒 循 環 用 の チ ュ ー ブ は 、 探 触 子 の ケ ー ブ ル と 同 程 度 の 柔 軟 性 を も っ た 材 質 で 構 成 し 、 ケ
ー ブ ル と 一 束 に す る こ と に よ り 取 扱 い が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。 超 音 波 探 触 子 １ に 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト ２ が 巻 き 付 い
て い る 。 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト ２ の 後 方 に は 循 環 チ ュ ー ブ ５ お よ び ６ が 設 け ら れ て お り 、 循 環 チ
ュ ー ブ ５ お よ び ６ の 先 は 冷 却 器 ８ に 接 続 さ れ て お り 、 冷 媒 は 循 環 チ ュ ー ブ ５ か ら 冷 却 ジ ャ
ケ ッ ト ２ に 入 り 、 超 音 波 探 触 子 １ か ら 熱 を 受 け た 冷 媒 は 循 環 チ ュ ー ブ ６ を 経 て 冷 却 器 ８ へ
戻 り 、 こ こ で 冷 却 さ れ て 再 び 循 環 チ ュ ー ブ ５ を 経 て 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト ２ へ 送 ら れ 、 循 環 を 繰
り 返 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
超 音 波 探 触 子 １ の ケ ー ス の 外 面 お よ び 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト ２ の ケ ー ス 接 触 面 は 、 熱 の 授 受 面 積
を 広 く す る た め 波 形 に な っ て い る 。 図 ２ の （ ａ ） に そ の 断 面 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
冷 却 ジ ャ ケ ッ ト の 材 質 は 、 巻 き 付 け た と き に ケ ー ス 外 面 に よ く 密 着 す る 柔 軟 性 の あ る 材 質
、 例 え ば 合 成 ゴ ム の よ う な も の が 用 い ら れ る 。 図 ２ の （ ｂ ） は 超 音 波 送 受 波 面 側 か ら 見 た
図 で 、 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト ２ を 巻 き 付 け て フ ッ ク １ ２ で と め た 状 況 を 示 す 。 こ の よ う に 接 触 面
が 波 形 に な っ て い る こ と に よ り 、 抜 け 止 め の 効 果 も 有 し て い る 。
冷 却 ジ ャ ケ ッ ト ２ の 内 部 は 、 例 え ば 、 冷 媒 供 給 管 路 と 冷 媒 回 収 回 路 を そ れ ぞ れ 形 成 し 、 各
管 路 に 冷 媒 を 供 給 、 回 収 し て 、 超 音 波 探 触 子 １ を 冷 却 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
循 環 チ ュ ー ブ ５ お よ び ６ も 柔 軟 性 の あ る 材 質 を 用 い 、 図 １ に 示 す よ う に ケ ー ブ ル ４ に 沿 わ
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せ ク ラ ン プ ９ で と め て 扱 い 易 く し て い る 。 そ し て 、 途 中 で 分 か れ て ケ ー ブ ル ４ は 先 端 の コ
ネ ク タ ７ で 超 音 波 診 断 装 置 本 体 へ 接 続 さ れ 、 循 環 チ ュ ー ブ ５ 、 ６ は 冷 却 器 ８ へ 接 続 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 冷 却 器 か ら 循 環 チ ュ ー ブ を 経 て 冷 媒 を 強
制 的 に 循 環 さ せ ら れ る 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト を ケ ー ス 表 面 の 大 部 分 に 密 着 さ せ て 強 制 的 に 冷 却 す
る よ う に し た の で 、 近 時 の 超 音 波 振 動 素 子 の 多 素 子 化 お よ び そ れ に 伴 う 電 子 回 路 の 増 大 に
よ り 、 従 来 よ り も 内 部 発 熱 の 大 き く な っ た 超 音 波 探 触 子 に 対 し て 充 分 な 冷 却 を 行 う こ と が
で き 超 音 波 探 触 子 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 超 音 波 探 触 子 の 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 超 音 波 探 触 子 の 側 断 面 図 お よ び 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 超 音 波 探 触 子
２ 　 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト
３ 　 超 音 波 送 受 波 面
４ 　 ケ ー ブ ル
５ 　 循 環 チ ュ ー ブ
６ 　 循 環 チ ュ ー ブ
７ 　 コ ネ ク タ
８ 　 冷 却 器
９ 　 ク ラ ン プ
１ ０ 　 電 子 回 路
１ １ 　 超 音 波 振 動 子
１ ２ 　 フ ッ ク
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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摘要(译)

要解决的问题：通过增加超声振动元件的数量并伴随电子电路的增加，
抑制发热量增加的超声探头的温度上升。 解决方案：冷却套2缠绕在超
声波探头1的外壳的外表面，制冷剂从设置在外部的冷却器8通过循环管5
输送到冷却套2。 从超声波探头1受热的制冷剂经由循环管6返回到冷却
器8。 由于可以通过利用冷却器8的泵强制执行该循环来冷却超声波探头
1，因此即使在具有多个元件并且电子电路增加的超声波探头中，也可以
抑制温度升高。 [选型图]图1
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